
 

 

 

令 和 ４ 年 １ 月 ２ ４ 日  
      子 育 て 支 援 課  

    
18181818 歳 以 下 の 子 ど も歳 以 下 の 子 ど も歳 以 下 の 子 ど も歳 以 下 の 子 ど も 1111 人 あ た り人 あ た り人 あ た り人 あ た り 10101010 万 円万 円万 円万 円 のののの 給 付給 付給 付給 付 金金金金 をををを     

所 得 制 限所 得 制 限所 得 制 限所 得 制 限 を 超 え る 世 帯 等 に もを 超 え る 世 帯 等 に もを 超 え る 世 帯 等 に もを 超 え る 世 帯 等 に も 支 給支 給支 給支 給 し ま す 。し ま す 。し ま す 。し ま す 。     
    
    18181818 歳 以 下 の 子 ど も へ歳 以 下 の 子 ど も へ歳 以 下 の 子 ど も へ歳 以 下 の 子 ど も へ 10101010 万 円 相 当万 円 相 当万 円 相 当万 円 相 当 を 給 付 す るを 給 付 す るを 給 付 す るを 給 付 す る「「「「 子 育 て 世 帯 へ の 臨 時 特 別 給 付子 育 て 世 帯 へ の 臨 時 特 別 給 付子 育 て 世 帯 へ の 臨 時 特 別 給 付子 育 て 世 帯 へ の 臨 時 特 別 給 付
金金金金 」に お い て」に お い て」に お い て」に お い て 、、、、国 の 制 度 上 、対 象 外 と な っ て い る 以 下 の 対 象 者 に つ い て 、国 の 制 度 上 、対 象 外 と な っ て い る 以 下 の 対 象 者 に つ い て 、国 の 制 度 上 、対 象 外 と な っ て い る 以 下 の 対 象 者 に つ い て 、国 の 制 度 上 、対 象 外 と な っ て い る 以 下 の 対 象 者 に つ い て 、町 独町 独町 独町 独
自自自自 にににに 10101010 万 円 を 支 給 し ま す 。万 円 を 支 給 し ま す 。万 円 を 支 給 し ま す 。万 円 を 支 給 し ま す 。     

な お 、当 給 付 金な お 、当 給 付 金な お 、当 給 付 金な お 、当 給 付 金 のののの 財 源 は 、財 源 は 、財 源 は 、財 源 は 、国 の国 の国 の国 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 地 方 創 生 臨 時地 方 創 生 臨 時地 方 創 生 臨 時地 方 創 生 臨 時
交 付 金交 付 金交 付 金交 付 金 を 活 用を 活 用を 活 用を 活 用 す るす るす るす る こ と と しこ と と しこ と と しこ と と し 、関 連 予 算 を 補 正 予 算 案 と し て、関 連 予 算 を 補 正 予 算 案 と し て、関 連 予 算 を 補 正 予 算 案 と し て、関 連 予 算 を 補 正 予 算 案 と し て 町 議 会 へ町 議 会 へ町 議 会 へ町 議 会 へ 議 案議 案議 案議 案 上 程 し上 程 し上 程 し上 程 し 、、、、
3333 月月月月 中 旬 の 支 給 実 現 を 目 指 し ま す 。中 旬 の 支 給 実 現 を 目 指 し ま す 。中 旬 の 支 給 実 現 を 目 指 し ま す 。中 旬 の 支 給 実 現 を 目 指 し ま す 。     
    
１ ．１ ．１ ．１ ．     支 給 対 象 者支 給 対 象 者支 給 対 象 者支 給 対 象 者     

⑴⑴⑴⑴  所 得 制 限所 得 制 限所 得 制 限所 得 制 限 限 度 額 以 上限 度 額 以 上限 度 額 以 上限 度 額 以 上 ※※※※ で あ るで あ るで あ るで あ る た めた めた めた め 対 象 外 と な っ て い る 方対 象 外 と な っ て い る 方対 象 外 と な っ て い る 方対 象 外 と な っ て い る 方     
※ 年 収 960 万 円 以 上（ 例 と し て 、主 た る 生 計 維 持 者 が 給 与 収 入 の み で 、年 収 103
万 円 以 下 の 配 偶 者 と 児 童 2 人 を 扶 養 し て い る 場 合 ）  

⑵⑵⑵⑵  令 和令 和令 和令 和 4444 年年年年 4444 月月月月 1111 日 に 出 生 す る 新 生 児 の 保 護 者日 に 出 生 す る 新 生 児 の 保 護 者日 に 出 生 す る 新 生 児 の 保 護 者日 に 出 生 す る 新 生 児 の 保 護 者     
２ ．２ ．２ ．２ ．     支 給 額支 給 額支 給 額支 給 額     

子 ど も子 ど も子 ど も子 ど も 1111 人 当 た り人 当 た り人 当 た り人 当 た り 10101010 万 円 （ 現 金 一 括 ）万 円 （ 現 金 一 括 ）万 円 （ 現 金 一 括 ）万 円 （ 現 金 一 括 ）     
３ ．３ ．３ ．３ ．     対 象 児 童 の 人 数対 象 児 童 の 人 数対 象 児 童 の 人 数対 象 児 童 の 人 数     

467467467467 人 （ 見 込 ）人 （ 見 込 ）人 （ 見 込 ）人 （ 見 込 ）     
４ ．４ ．４ ．４ ．     支 給 時 期支 給 時 期支 給 時 期支 給 時 期     

令 和令 和令 和令 和 4444 年年年年 3333 月 中 旬 （ 目 安 で あ り 一 部 新 生 児 等 は月 中 旬 （ 目 安 で あ り 一 部 新 生 児 等 は月 中 旬 （ 目 安 で あ り 一 部 新 生 児 等 は月 中 旬 （ 目 安 で あ り 一 部 新 生 児 等 は 4444 月 以 降 ）月 以 降 ）月 以 降 ）月 以 降 ）     
５ ．５ ．５ ．５ ．     支 給 方 法支 給 方 法支 給 方 法支 給 方 法     

⑴⑴⑴⑴  制 度 の 案 内 通 知 を 送 付 後 、制 度 の 案 内 通 知 を 送 付 後 、制 度 の 案 内 通 知 を 送 付 後 、制 度 の 案 内 通 知 を 送 付 後 、児 童 手 当 特 例 給 付 受 給 者 に は 特 例 給 付児 童 手 当 特 例 給 付 受 給 者 に は 特 例 給 付児 童 手 当 特 例 給 付 受 給 者 に は 特 例 給 付児 童 手 当 特 例 給 付 受 給 者 に は 特 例 給 付 受 給 口受 給 口受 給 口受 給 口
座 へ 、 そ れ 以 外 の座 へ 、 そ れ 以 外 の座 へ 、 そ れ 以 外 の座 へ 、 そ れ 以 外 の 方 は 国 の 給 付 金 申 請 時 に 記 載 し た 口 座 へ方 は 国 の 給 付 金 申 請 時 に 記 載 し た 口 座 へ方 は 国 の 給 付 金 申 請 時 に 記 載 し た 口 座 へ方 は 国 の 給 付 金 申 請 時 に 記 載 し た 口 座 へ 振 込 み振 込 み振 込 み振 込 み     

⑵⑵⑵⑵  出 生 届 の 手 続 時 に 窓 口 で 制 度 説 明 の 上 、 申 請 書 を 提 出 い た だ き 、 申 請 書出 生 届 の 手 続 時 に 窓 口 で 制 度 説 明 の 上 、 申 請 書 を 提 出 い た だ き 、 申 請 書出 生 届 の 手 続 時 に 窓 口 で 制 度 説 明 の 上 、 申 請 書 を 提 出 い た だ き 、 申 請 書出 生 届 の 手 続 時 に 窓 口 で 制 度 説 明 の 上 、 申 請 書 を 提 出 い た だ き 、 申 請 書
に 記 載 の 口 座 へ 振 込 みに 記 載 の 口 座 へ 振 込 みに 記 載 の 口 座 へ 振 込 みに 記 載 の 口 座 へ 振 込 み     

６ ．６ ．６ ．６ ．     町 独 自 に 支 給町 独 自 に 支 給町 独 自 に 支 給町 独 自 に 支 給 す る 理 由す る 理 由す る 理 由す る 理 由     
今 回 の 国 の 給 付 金 に 関 し て 「今 回 の 国 の 給 付 金 に 関 し て 「今 回 の 国 の 給 付 金 に 関 し て 「今 回 の 国 の 給 付 金 に 関 し て 「 保 護 者 の 所 得 に 関 わ ら ず 支 援 を保 護 者 の 所 得 に 関 わ ら ず 支 援 を保 護 者 の 所 得 に 関 わ ら ず 支 援 を保 護 者 の 所 得 に 関 わ ら ず 支 援 を 」」」」 と の 声と の 声と の 声と の 声

も 町 ⺠ か ら い た だ く 中 で 、も 町 ⺠ か ら い た だ く 中 で 、も 町 ⺠ か ら い た だ く 中 で 、も 町 ⺠ か ら い た だ く 中 で 、 国 は国 は国 は国 は 「 ⻑ 引 く コ ロ ナ 禍 の 中 で 子「 ⻑ 引 く コ ロ ナ 禍 の 中 で 子「 ⻑ 引 く コ ロ ナ 禍 の 中 で 子「 ⻑ 引 く コ ロ ナ 禍 の 中 で 子 ど もど もど もど も た ち を 力た ち を 力た ち を 力た ち を 力
強 く 支 援 し 、そ の 未 来 を 拓 く 観 点 か ら強 く 支 援 し 、そ の 未 来 を 拓 く 観 点 か ら強 く 支 援 し 、そ の 未 来 を 拓 く 観 点 か ら強 く 支 援 し 、そ の 未 来 を 拓 く 観 点 か ら 給 付給 付給 付給 付 を 行 うを 行 うを 行 うを 行 う 」」」」と し てと し てと し てと し て い る こ とい る こ とい る こ とい る こ と か らか らか らか ら 、、、、
給 付 金 は給 付 金 は給 付 金 は給 付 金 は 未 来 へ の 投 資 で あ未 来 へ の 投 資 で あ未 来 へ の 投 資 で あ未 来 へ の 投 資 で あ りりりり 、「 子 ど も は 平 等 」と い う 考 え の も と 、保 護、「 子 ど も は 平 等 」と い う 考 え の も と 、保 護、「 子 ど も は 平 等 」と い う 考 え の も と 、保 護、「 子 ど も は 平 等 」と い う 考 え の も と 、保 護
者 の 所 得 に者 の 所 得 に者 の 所 得 に者 の 所 得 に よ るよ るよ るよ る 子 育 て 世 帯子 育 て 世 帯子 育 て 世 帯子 育 て 世 帯 の 分 断 を 防 ぎの 分 断 を 防 ぎの 分 断 を 防 ぎの 分 断 を 防 ぎ 「 子 育 て し や す い ま ち 」「 子 育 て し や す い ま ち 」「 子 育 て し や す い ま ち 」「 子 育 て し や す い ま ち 」 を 目 指を 目 指を 目 指を 目 指
すすすす た めた めた めた め 、 町 独 自 に 給 付 金 を 支 給 す る、 町 独 自 に 給 付 金 を 支 給 す る、 町 独 自 に 給 付 金 を 支 給 す る、 町 独 自 に 給 付 金 を 支 給 す る 判 断 を し ま し た 。判 断 を し ま し た 。判 断 を し ま し た 。判 断 を し ま し た 。     

問 い 合 わ せ 先問 い 合 わ せ 先問 い 合 わ せ 先問 い 合 わ せ 先     
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